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渓谷の村

笹川の獅子舞
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序　文
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　あれはもう20年も前のこととなろうか、８月

27日諏訪神社の大祭の口、偶然にも画人岩崎巴

人が拙宅を訪れたことがあった。よいところへ

きたと宿泊をすすめ、祭の夜の行事を紹介する

ことにした。陽も落ちて涼しくなった頃、諏訪

の森から響いてくる太鼓の音に吸いよせられる

ように集う村八達に混って、青年団の奉納する

獅子舞の輪垣に加わった。呼せ笛もごたん消え、

高い拝殿から竹の葉の露払いを従がえた神楽が

ヨすーイ、ヨオーイと掛声も勇ましくかつぎだ

された。輪垣の内では力強い太鼓と哨々とした

笛の音につれて、｢悪魔払い｣が舞われる。終

ってホッと一息｢直線的な舞だ、すばらしいが｣

と巴人が洩らした。これも当時独自の画境を追

って全国を放浪していた若い芸術家の心を、強

く捕えたのであろう。続いて行なわれる‘'天舞J

をくい入るように昆ていたが、つい前の八を押

しわけて乗りだし、いつになく心が高ぶってい

る様子であった。笹川に生まれ春秋２回の祭礼

､こ見慣れた獅子舞が、旅の人の心をこんなに捕

え｡るものであったかと、今更ながら見直したの

である。あれ以来この祭事の顕彰を強く望んで

いたが、時代の波は容赦なく古いものから道ざ

かろうとし、年々減少する若者の数とともに、

１

笹川地区・公民館

館長析谷隆一

存続をさえ危ぶまれるいらだたしさを痛感して

いたのである。幸い青年団が数年前から部落の

歴史研究に手を染め、それが発展して獅子舞研

究へと進んだようである。山村に留まる青年に

は、時代に取り残されるかの悩みと、相応の複

雑な仕事を持たねばならない。何より安定した

職場が遠くまちまちで、集会や話し合いの時を

得るのに苦労したことであろう。研究はきまっ

て深夜にまで及んだようである。だが若者達は

特有の情熱を注ぎ／寸暇をさいて資料の収集、

作成にあたり、ようやくここに第一段階のまと

めとしてこの冊子をだすにいたったのは嬉しい

限りである。なお地区には、この祭事を伝承し

育てて下さった古老があり、壁代奉納に直接舞

子として参加された頑健な先輩の数々がある。

これら各位の熱烈な後援に加えるに、考古学研

究に挺身されている竹内俊一一さんの菰蓄あるア

ドバイスを得た青年団獅子舞研究会の研究物と

しては、まずまずの成功というべきであろう。

ささやかながらこの発表が、祭に寄せる祈りの

薄れかけた村人達に、心の灯をかきたてて、長

く心の糧となり誇りともなって次代に引き継が

れるよう、さらに郷土の文化財として、この真

価を広く世に認めてもらうキッカケとなること

を念願してやまない。
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≡はじめに≡

　マスコミと交通の普及や発達によって、北陸

の静かな山合いの村に住んでいても、直接間接

を問わず、全国各地の珍しい民俗芸能に接する

機会が多くなりました。中でも私達は、笹川に

も行なわれている「獅子舞」について特に関心

が高く、演ずる舞の手振り、足｡運び、笛の音色

などを注意してみると、笹川の獅子舞には、他

府県のものと若千異なっている点のあることに

気付かされました。笹川の獅子舞は尾持ちを従

えた獅子一匹に、天狗一匹が登場して行なうも

ので、他のそれと比較しても、舞のテンポはゆ

るく、全体のムードが神秘的で、又、手振りや

足運びには伝統に支えられた規則の正しさを持

つ重厚な感じを受けます。先年から当青年団で

は郷土史の研究に力を注いでいましたが、中世

以前の文献資料の少ない笹川の歴史を解明する

ためには、今にして残された風習からみても、

一村の氏神となっている諏訪社・ハ幡社・権現

杜の信仰や鎮座の源流と祭礼や行事伝承の研究

が、その空白の相当部分を補うように考えられ

切り離せないことに気付きました、そこで私達

が全国的に珍しいと考えているこの獅子舞が、

村人達の生活や風習とどの様な関連があり、又、

いつ頃どこからどの様に伝幡伝承されてきたか

を探りはじめる二つの試みを考え、ついでに獅

子舞からアプローチして笹川の歴史を解明して

ゆけたらと思いました。又、獅子舞についても、

その中心となって奉じてきた青年層はもとより、

村の老若総てがより深い理解と愛情を持ってと

り行ない、村人の大きな楽しみでもあり、心の

深いところにまで安らぎを持たせるとともに、

今後長く保存したいと願い、これに取り組みま

した。

　なおこの本を作成するにあたり、下記の人か

ら多額の御寄付をいただきました。紙上を借り

て厚く御礼もうしあげます。

深松幸太郎

深松組社長

　折谷宝童

(昭和45年10月16日逝去)

元折谷工業Ｋ．Ｋ社長

指　　　導

　竹内俊一 朝日町立宮崎小学校教諭

朝日町文化財調査委員

資料提供

　長井宝得　　　明治2?年12月25日生

　竹内与松　　　明治15年６月２日生

　獅子舞保存分一同

研究会同人

　折谷時夫　　国　　鉄　　　Ｓ．２１．６．１７生

　竹内俊宏　　国　　鉄　　　Ｓ．２２．２．１ ･･

　竹内秀樹　　鹿熊工業　　　S.22.12.21μ

　長井久幸　　吉田工業　　　S.24.12.3 ･y

　勝田　正　　国　　鉄　　　S.20.8.11 ･f

　竹内益裕　　国　　鉄　　　Ｓ．１９．９．１ ･･

　長井孝春　　国　　鉄　　　Ｓ．２３．２．８ｓ

　長井史--一一　　県信違　　　Ｓ．２１．９．１４〃

　小林茂和　　国　，鉄　　　Ｓ．２２．４．２２〃

　深松範男　　朝日石油　　　S.22.11.21 s



第１章　渓谷の村
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日妬=麺に臨む雨を、城lllCハI隆神山は･りえぎる柊川は．四周をll｣に囲まれた渓谷の忖である．

　笹川は富山県の東端、朝ロ町の中心部から南

東へ３岫ほど入った渓谷の村である。白馬山系

の北端に聳える黒菱山（1043（に端を発する

笹川は、北に向って全長5､89㎞流れて日本海へ

注ぐ間に標高）｡00～400－の丘陵を削って全線

勾配20分の１の急傾斜谷をつくった。その侵蝕

された南北に細長い谷合いの段丘に家並が厭な

る山村が、一つ獅子の舞う里である。総面積は

約14んが､その90％は山地で平地はわずかに川幅

25g前後の笹川両岸の段FEと支谷に点在するた

め、耕して天に至る風景を各所で見る。訪れる

には、北陸本線泊駅から町通りを東に通りぬけ、

山裾に通ずる国道８号線を横断、全長414－の

トンネルを抜けて川沿い道をたどると、約30分

で村はずれに着く。集落は186戸、人口は725

入である。村の主産業は農林業であるが、水m

8960 a（1戸平均48a）、畑1524 a （1戸平均

８ａ）、山林17700 a n戸平均95a）と少な

いため、古くから労働八「1の中心を占める男子

の多くは農閑期になると留守の農作業は老人や

４

妻に任せ、土木工教場の出稼ぎや山奥に入って

妓宦な雑木を利用しての炭、薪の生産で生計を

維持してき仏　しかし小規模農業で地理的条件

に恵まれない状況下での生計はなみ大抵ではな

かった。そのため最近では、地区から通勤可能

な各種会社や官公庁に勤務する人が急激に増加

してきた。そうなると家を守る笹川の女達は働

き者といおれる程、朝早くから暗くなるまで野

良仕事に精を出し、又、農閑期には日雇い労務

者として土木工事などの過酷な労働に耐えなけ

ればならなかった。しかし1969年（昭和44年）

にはLjl村振興事業の一環として、電機器具の部

品工場を誘致し、約40人に及ぶ中年令層の女性

労務の軽減と収入の安定を図った。その結果、

母ちゃん農業とさえ呼ぱれた笹川の農業は、棚

田にはこびる雑草の力が増すように、じいちゃ

んばあちゃん農業として転落し、ますます見捨

られる傾向を濃くしてきた。又青年層は、背戸

の山をかつぐような厳しい山村の生活にひしが

れながらも逃れる術を知らなかった両親の期待



を担って、進学はしても地元の高校を卒業した

とたん、憧れの都会への就職や大学進学のため

散ってゆく。一方村に残った一部の青年達は。

　｢笹川は過酷な労働の侍っている村｣の印象や、

封建性が濃いということで、適今期になっても

嫁キキンにおそわれることなどで、心ならずも

村を離れ町に仮住居することもあって、何か活

気の薄らぐ感じの村になりつつあった。しかし

村を愛する気持か強かったり、幸か不幸か家庭

の事情で村に留まるようになったわずかの青年

達は、村の将来とそこに住む人々の生活の安定

による幸せな将来を真剣に考えた理解ある壮老

年層や有識者とともに、学習及び活動する中で

序々にであるが、伝統に寄生する|日米の悪習と

みられるものの除去と脱皮を図り、若い人達に

も楽しく匡み良い活気ある村に塗り替えてゆこ

うとしている。村の家々は構造的には強固で積

雪に耐え、傾斜地に石垣で土留をした狭い宅地

を有効に使うため､作業場も加えることで､間口

10間～12間位、床面積約150 t2に同面積の二階

を持った建坪400 s2近いものが多く､部屋数は8

--10室である。間仕切りは戸やフスマを主とし

押人れもない田の字型式の間取りとなっている。

これは冠婚葬祭を家で行ない、親類縁者の集会

など非常に大げさであったことを物語っている。

これらについても最近では山村農業の変容に加

え、公民館での結婚式などで宴会場を他に求め

た'ペテーブル式の卓宴が一人一人の赤い塗り

の高御膳に代って登場するようになった。最近

新築される住宅は、床面積100･J位に押さえて

作業場を分離した住いを主とし、押入れ、廊下

の配置、部屋の独立等によって、住み易く合理

的な家屋構造をとるものが多くなっている。笹

川の本流には大正10年に建設された横軸渦巻式

発電機を備える最大出力150kWの小さな発電所

がある。現在では近くの小川温泉への送電だけ

･|

を行なっているが、第２次大戦後しばらくまで

は部落200余戸の電力を供給していた。しかし

47年11月に閉鎖された一一方公民館活動も盛んで、

昭和24年と昭和26年には県、県教育委員会及び

読売新聞社からそれぞれモデル公民館として表

彰を受けている。現在も教育文化､産業､体育の

各部会を通して、社会生活の民主化、文化財の

保存、健全な体力づくり等、笹川発展のために

活躍している。地区民の心情は、同姓につなが

る大体60世帯を単位に上流から、表、中、裏の

３つに分かれ､それぞれクラブと称する90～100

7Jの集会場を２つと、２つの共同浴場を運営し、

約1000haに及ぶ共有地の維持、用水、道路の共

同作業に見られるように、団結心が強くまじめ

である。反面四方を山で囲まれ、外部との交通

も昔からの数本の峠遠の他、下流に近い位置に

限られたため、接触や交流が極めて少なく若千

閉鎖的｡でもあるが、純朴な気風と暖かい心づか

いの残される村である。しかし昨今はマスコミ

や交通の発達によって交流圏も拡大し、漸次開

放的、積極的な性格に変りつつあるようだ。

外部から桜川に通ずる唯一の自動車道出11啜を貫ぬく

トン參ルとなっている。

Φぶ

･..
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第２章　笹川の流れ

　今から約20､000年前には北野台地で、また縄

文前期中期4圓O年程前には水坪（三峰）雁蔵道

満等の丘陵や、笹川上流の谷領地で人々が生活

していたことを旧石器や縄文式文化に属する土

習や新石器の発見によって判明した。当時の人

々はその地を選び、主として木の芽の採集や狩

猟を行なう狩猟採集経済や原始農耕生活を維持

していたものと考えられる。約2000年前程にな

ると日本も弥生町式文化の時代に変り、静岡県

の登呂に見られるように河川下流の低温地帯か、

谷頭の湧水近くで農耕を行なっていたことが知

ちれている。しかし本村では現在までのところ、

この時代を確かにできる遺物や遺跡の発見もな

く不明となる。古墳時代に入ると山を越えた宮

崎にはヒスイの玉造りを行なった浜山遺跡の存

在を知ることができるが、やはりこの渓谷には

当時の生活を示す土器の断片も採集されていな

いため、その歴史を知る術もない。しかし直線

距離にして北東に約２㎞の浜山は当時の交通路

の多くが海路か陸路でも山細道を利用して1､ヽる

例から笹川地内を経由する古道と推定されるも

のの存在を知る時、今までに遺物の発見が無く

とも人々の生活があり経済文化の面で何らかの

影響があったものと考えられる。この頃までに

人々の住いは生活のし易い平地に降りはヒめ、

伝承によれば笹川でも何時の頃か人々はそれぞ

れ本流と支流の合流する谷口の近くに住居を求

め、山を神とし屋敷には地神を祭り同族の集い

を定めたようである。例えば古い同族の１つの

板谷氏は､笹川の源流に三山並び立つ厳壇を､神

の天下る山として、その山体を御神の山として

尊び、その裾をほとばしる本流と四倉谷川の合

流点である雁蔵周辺に居を構え集いあったもの

と伝承される。又、その地点からは滑石製の祭

器片や古式の須恵器等の断片が発見され、伝承

を裏付けてくれる。この里の下流北野台地の裾

にはやはりその地続きの独立峰、諏訪山を神の

山とし、尻江地内に地神を持ち、諏訪の神を奉

ずる竹内氏が、中流のサド谷口のヒラの腰には

城山をハ幡の神と信奉し、谷口に地神を守る長

井氏がところを構えた。それぞれは水の得やす

い谷口に居を構え、周囲でも形姿の美しい山を

御神の鎮座する所とあがめ定着するようになっ

た。これら各集落の各氏族は、日頃信奉する神

の祭の分れるところから時には対立や斗いもあ

ったが、自然の災いや外部からの侵略に対して

は、族長を中心として、機動的に働らき、一丸

となっていたと言われ、この同族意識や祭祀の

集う風習こそ消えたが、共同作業や共同浴場の

維持など共同精神が現代の生活や習慣の中にも

生き続けているようだ。平安時代には和名妙の

新川郡佐昧（佐比）の一村として畿内の荘園と

なったらしい。やがてその末期、源平対立の中

で木曽義仲が上洛に越後から進撃中、越中東部

に勢力を持つ宮崎太郎の本拠となった宮崎城下

に軍を留め、ここに北陸の宮を擁して越中西節

供利伽羅の決戦を迎えた。秋の澄みきった日に

笹川渓谷周囲の山陵に登れば、西は黒部川扇状

地全域を、東は親不知、糸魚川、佐渡のあたり

までの広い展望を持ち､侵入するにも標高100－

前後の上り下りの坂を持つ数本の峠道を分け入

って来なければならない所から、地形的にも戦

略上にも大きな利点を有することで宮崎氏の城

地となり、北陸の宮の軟禁地として選んだとも

何われる。その御所跡は文献からも現在の「辻

の内」周辺と見られ、同地の盤直しや付近の開

５
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